


63億1300万円【前年度比1.7％の減】
令和2年度
予算

一般会計
歳出

総務費
9億8095万円

諸支出金
1億6333万円

民生費
17億3175万円

消防費
3億8767万円

教育費
8億488万円

公債費
5億5719万円

災害復旧費
150万円

予備費
600万円

議会費
7515万円

農林水産業費
3億8155万円

商工費
1億220万円

衛生費
4億6602万円

労働費
1290万円

土木費
6億4191万円

一般会計

　令和２年第１回定例会において、令和２年度一般会計予算が提案され、予算決算常任委
員会にて集中審議を行った後、本会議において討論・採決を行った結果、賛成多数で可決
しました。
　主な予算の内容は、コンパクトシティ化構想（案）に基づく中心核整備、竜王小学校の移
転新築に向けた準備、新しい公共交通システム構築等となっていますが、令和元年度から実
施している防災行政情報システムの整備にかかる事業費が減ったため、予算総額は昨年度に
比べて1.7%の減額となりました。

予算の特色 ～将来を見据えた積極的予算～

　
令
和
２
年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
２
日
か
ら
25
日
ま
で
の
24
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま

し
た
。
提
出
さ
れ
た
議
案
は
条
例
関
係
５
件
、
令
和
元
年
度
補
正
予
算
10
件
、
令
和
２
年

度
予
算
８
件
、
そ
の
他
２
件
の
合
計
25
議
案
で
し
た
。
令
和
２
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は

63
億
１
３
０
０
万
円
と
な
り
、
昨
年
度
よ
り
1.7
％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
が
、
過
去
２
番
目
の

予
算
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
３
億
６
６
７
４
万
１
千
円
を
追
加
し
、
総
額

69
億
８
９
４
０
万
１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

「活力と安心のまち、
�向
6
かう未

3
来へい

1
ざ
3
前進」予算
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過去２番目となる予算規模

町 政 執 行 方 針
　西田町長は、令和２年度竜王町行政執行方針において、「活力ある
まち創り」、「安心して暮らし続けられるまち創り」を柱とした８つの
施策に予算を重点配分することを表明しました。さらに、「今後ます
ます少子高齢化が進む中、新しいまちづくりの手法を用い、全ての町
民の皆さまがまちづくりの主役として活躍する環境づくりに努め、地
域課題の洗い出しを行うとともに、住民自らが課題を解決する方法を
見出せるよう支援を進めてまいります」と述べました。

町税 
36億9380万円

自主財源
69.5%

依存財源
30.5%

分担金及び負担金
4420万円

使用料及び手数料
1897万円

財産収入等 1億9815万円

繰入金 3億6704万円

諸収入 6996万円

国庫支出金
5億4195万円

町債 2億3210万円

県支出金
5億767万円

地方交付税 3000万円

法人事業税交付金
1億1376万円

地方譲与税 5015万円 地方特例交付金等
4億4525万円

歳入

西田町長
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施策の主な予算

　令和７年４月の開校をめざす小学校の移転にかかる基本計画の
策定準備と、補助金を受けるための竜王小学校の耐力度調査等を
行う。

1161万円
竜王小学校の移転新築等に向けた準備

コンパクトシティ化構想（案）
� に基づく中心核の拠点整備
　中心核整備にかかる測量等を行い、地元や国・
県などの関係者と協議を進める。

1095万円

　選手養成およびより多くの町民がボルダリングに
親しむことができる施設の整備。

344万円

滋賀国スポ開催に向けた
ボルダリング施設整備と選手育成

　通学定期補助、夜間特別便（乗合タクシー）の継続。町
内移動を担う新たな移動手段の実証運行を実施し、地域と
中心核をつなぐ公共交通システムの構築を目指す。

1092万円

新しい公共交通システムの構築
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令和２年度の重点

　町内に屋外拡声子局を設置するとともに、全戸に戸
別受信機の配付を行う。また情報伝達アプリの整備を
行い情報伝達手段の充実を図る。

1億1668万円

竜王町防災行政
� 情報システムの整備

竜王町洪水・土砂災害
ハザードマップの作成（更新）
　地先の安全度マップと国の洪水浸水想定区域図等を
基に、最新のハザードマップに更新し、災害予防対策
に活用する。

617万円

　緊急輸送道路上に位置する竜王大橋（小口地先）の
耐震補強工事、また町道の舗装修繕等による長寿命化
を行う。

1億3500万円

竜王大橋の耐震補強と
� 道路交通網の長寿命化

　第７期介護保険事業計画に基づき、綾戸地先に地域
密着型の認知症高齢者グループホームの整備促進。

4115万円

高齢者福祉施設の整備
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議会報告会で
意見交換を実施しました!!

テ
ー
マ
は
「
り
ゅ
う
お
う
健
康
ベ
ジ
７
（
セ
ブ
ン
）

�

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
活
動
推
進
の
状
況
と
課
題

　
町
議
会
で
は
、
町
民
の
方
々
の
意
見
等
を

得
る
た
め
、
毎
年
、
議
会
報
告
会
（
懇
談
会
）

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度
は
、
去

る
１
月
16
日
に
町
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
健
康
推
進
員
の
皆
様
と
の
意
見
交
換
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
議
会
報
告
会
（
懇
談
会
）
で
は
、
議
員
と

健
康
推
進
員
が
５
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
活
動
を
進
め
る
上
で
感
じ
ら
れ
て
い
る

こ
と
、
課
題
等
に
つ
い
て
、
多
く
の
意
見
を

出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

健康推進員は、地域住民
の健康保持増進のために
活動されているボラン
ティアの皆さんだよ。

R2年度は、⑤禁煙推
進・受動喫煙の防止
が重点的取組だよ。

りゅうおう健康ベジ７（セブン）チャレンジとは、
健康寿命の延伸のために、重点テーマとした７つの
取組のことだよ。

⑤禁煙推進、受動喫煙の防止

⑥適正飲酒の推進

⑦こころの健康づくり

①健診受診の促進

②栄養・食生活

③運動・身体活動

④歯と口腔の健康
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健
康
推
進
員
の
皆
様
と
議
員

が
意
見
交
換
を
す
る
中
で
、
地

域
住
民
が
い
き
い
き
と
暮
ら
し

て
い
く
た
め
に
は
、
健
康
寿
命

の
延
伸
と
健
康
悪
化
に
な
り
そ

う
な
予
備
群
に
歯
止
め
を
か
け

て
い
く
活
動
が
最
も
大
切
で
あ

る
と
い
う
共
通
認
識
が
で
き
、

大
変
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
健
康
推
進
員
は
健
康

ベ
ジ
７
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
推
進
役

と
し
て
活
動
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
が
、
担
い
手
・
後
継
者
不

足
と
い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
。

　
健
康
寿
命
の
延
伸
は
、
町
の

福
祉
や
暮
ら
し
に
直
結
す
る
重

要
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
健
康
推

進
員
の
皆
様
か
ら
頂
い
た
ご
意

見
を
、
今
後
の
議
会
活
動
に
生

か
し
て
参
り
ま
す
。

今
後
の
議
会
活
動

に
生
か
し
ま
す

声
活
動
に

�

対
す
る

声
課
題
の

補助金をもらってい
るが、活動資金とし
ては厳しい金額。

健康推進員の活動
を地域から認めて
もらいたい。

健康推進員が不在
の地域があるため、
地域間の格差が�
課題。

男性や若い方に参
加してもらえる取
組を考えたい。

若い方が健康推進
員に入ってこられ
ないので後継者が
いない。

健康推進員になって
地域の高齢者との交
流が持てて良かった。

健康ベジ７チャレン
ジを意識することで
活動内容の幅が広
がった。

自分も健康になり、
家族の健康も考えら
れるようになって良
かった。

地域の若い方に
も血圧測定や集
団健診へお誘い
している。
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総務産業建設常任委員会

竜王町交通計画

上下水道料金体系

乗合タクシー（デマンド型・区域運行）の導入を検討
令和２年秋には実証運行開始の予定

調
査

調
査

乗合タクシー利用のイメージ

　本町に相応しい新たな移動手段として、乗合タ
クシー（デマンド型・区域運行）による交通ネッ
トワークの整備を検討している。
　また令和２年秋には実証運行を開始し、課題等
については見直しを進めながら軌道にのせたいと
の説明を受けた。

◦�対象利用者の年齢制限は設けない。会員制
を検討。

◦�運行区域は町内のみ。
◦�運行は平日のみ。
◦�予約方法は電話予約。
◦�自宅付近の停留所（徒歩100ｍ内）で乗降。
◦�１乗車あたりの運賃は均一。

主な運行内容

付
託 竜王町課設置条例の一部を改正する条例…コンパクトシティ化構想（案）の具現化に向けた体制

を整備するため、新たに「中心核整備課」を設置する。 賛成多数で可決

主な質疑応答
老朽化している配水管について、入
れ替え計画はあるのか。

問

公共下水道と農村下水道を今後どの
様に進めるのか。

問

毎年約１億円の予算を計上し布設替
えしているが、今後は増加傾向に�
ある。

答

農村下水道は最終的には公共下水道
への接続を進めていく。

答

水道料金計算例
　口径13㎜で１か月25㎥を使用の場合
　基本料金　（15㎥までの基本水量含む）�3,000円
　従量料金　（16㎥～25㎥）10㎥×125円�1,250円
　消費税� 4,250円×1.10
  メーター使用料� 50円
  � 4,725円

公共下水道使用料計算例
　１か月25㎥を使用の場合
　基本使用料　（15㎥までの基本水量含む）�1,800円
　従量単価使用料
　　（16～50㎥）10㎥×125円� 1,250円
  消費税� 3,050円×1.10
  � 3,355円
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教育民生常任委員会

介護保険制度

国民健康保険制度

調
査

調
査

介護保険制度とは
◦40歳以上のすべての住民が加入。
◦�65歳以上の方は第１号被保険者、40～64歳
の方は第２号保険者となる。

◦�第１号被保険者は「介護や日常生活の支援が
必要」と認定された場合、第２号被保険者は
「特定疾病により介護や支援が必要」と認定
されると保険制度の支援を受けられる。

国民健康保険制度とは
◦�加入者（被保険者）相扶共済を図る社会保障
制度

◦加入は強制
◦世帯主に課税
◦届出の義務（加入・脱退は14日以内）

竜王町の加入状況（H30年度平均）
　世　　帯　1,405世帯（32.4％）
　被保険者　2,446人（20.2％）

主な質疑応答
要介護３以上であれば、竜王町に住所がなく
ても特別養護老人ホームの利用が可能か。

問

広域型であるので他市町の方でも利用でき
る。ただし地域密着型サービスは竜王町に住
民票のある方だけ利用できる。

答

主な質疑応答
所得に応じて保険税が変わってくるのであ
れば、世帯分離によって保険税額が変わる
事もあるのか。

問

平等割が２世帯分となるので逆に上がる場
合もある。

答

0
2,000
4,000
6,000
8,000
10,000
12,000
14,000

H12

13,370

2,096

15.7

13,280

2,263

17.0

13,290

2,448

18.4

12,433

2,870

23.1

11,950

3,283

27.5

（人） （％）

H17 H22 H27 R2

高齢者人口の推移

0
5
10
15
20
25
30
35

総人口 高齢者人口（65歳以上） 高齢化率

保険税のしくみ

所 得 割 加入者全員の前年の合計所得
資 産 割 加入者全員の合計固定資産税額（家屋・土地）
均 等 割 加入者人数に応じる（単価×加入者人数）
平 等 割 １世帯あたり同額負担

　次の４つの項目について算出し、それらを合計して世帯ごとの金額が決まる。

※令和４年度に３方式（所得割・均等割・平等割）に移行するよう段階的に改正中。
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主な質疑応答
空き家について、所有者と行政の認識に温
度差があるが周知方法は。

問

固定資産税の納付者にチラシを送付し、空
き家所有者には少し踏み込んだ内容の資料
で周知する。

答

地域活性化特別委員会

コンパクトシティ化構想（案）の交流・文教ゾーン

空き家対策の現状

　交流・文教ゾーンについて以下の内容の説明を受け調査した。

令和元年度の空き家件数は171件、空き家率は4.5%

調査内容
◦�交流・文教ゾーンの配置機能（小学校・こど
も園・学童保育・給食センター・公園・共用
駐車場等）

◦中心核周辺の浸水想定図
◦埋蔵文化財の分布図
◦道路網図
◦上下水道・用排水路網図

主な質疑応答
交流・文教ゾーンの最大浸水深について、
２ｍ以内と想定しているが十分か。

問

現在示されている想定の中で、最も浸水が
深いものを使用している。

答

調
査

報
告

交流・文教ゾーンが予定されているエリア

これまでの経過と現状

　「空家等対策の推進に関する特別措置法」が
平成27年に全面施行され、空き家等に関する
対策を総合的かつ計画的に実施するため「竜王
町空家等対策計画」が策定された。

経過 現状

空き家件数の推移

H27

132

H28 H29 H30 R01

143
151

162
171

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

空き家等の実態調査集計結果より

（空家等の所有者等の責務）
　空家等の所有者または管理者は、周辺の
生活環境に悪影響を及ぼさないよう空家等
の適切な管理に努めるものとする。
� ［特別措置法　第３条］
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町の行政全般について
議員が町長をはじめとして
担当部局に疑問点を質したり、
見解などを尋ねたりするもので、
毎定例会で行われるよ

一般質問って？

ペ
ー
ジ

質　問　者 質　　問　　事　　項

12 鎌田勝治議員
町内の橋梁補強整備事業は

職員のモチベーション向上は

13
尾川幸左衞門議員 災害時の自己水源整備は

福田優三議員 青年団への活動支援は

14
大前セツ子議員 図書館運営の更なる充実を

岡山富男議員 竜王西小学校体育館改修は

15 貴多正幸議員
田園資料館での飲食は

子どもの療育事業の今後は

16 澤田満夫議員
野洲市・湖南市・竜王町の連携強化は

祖父川北出橋付近の危険性は

17 森島芳男議員
IBMグラウンド跡地のその後は

河川愛護活動委託の検討は

18 橘せつ子議員

国民健康保険税の軽減は

保育園への特別支援保育事業費補助金は※

コンパクトシティ化構想（案）は

19 中村匡希議員
災害に備えた公衆Wi-Fiの整備は

地域おこし協力隊の今後は

20 磯部俊男議員
農林公園内国道477号の歩道整備は

健康推進員の活動の現状と課題は

町政
問ここを う!

３月定例会では11議員が
 19問の一般質問を行いました。

近江うし丸
� ※紙面の都合上、掲載しておりません。
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に
区
分
し
て
評
価
し
て
い

る
。
平
成
26
年
度
に
実
施
し

た
当
時
の
対
象
橋
梁
１
１
７

橋
の
点
検
結
果
は
、
評
価
Ⅲ

の
「
機
能
に
支
障
が
生
じ
る

可
能
性
が
あ
り
、
早
期
に
措

置
を
講
ず
べ
き
橋
梁
」
が
12

橋
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
含
め

て
、
17
橋
の
修
繕
工
事
を
優

先
し
て
実
施
し
て
き
た
。
今

年
度
は
全
１
２
８
橋
に
つ
い

て
点
検
を
実
施
し
、
結
果
を

基
に
次
年
度
に
修
繕
計
画
の

見
直
し
を
行
い
、
引
き
続
き

橋
梁
機
能
の
回
復
と
維
持
強

化
を
図
る
。

　
　
現
在
、
町
内
に
点
在

す
る
橋
梁
は
１
２
８
橋
あ

る
が
、
補
修
・
補
強
工
事

計
画
に
関
し
て
今
日
ま
で

の
経
緯
を
含
め
た
進
捗
状

況
お
よ
び
今
後
の
計
画
を

伺
う
。

問　
　
平
成
21
年
度
の
点
検
結

果
に
基
づ
き
平
成
22
年
度
か

ら
23
年
度
に
か
け
て
修
繕
計

画
を
立
て
、
平
成
25
年
度
か

ら
修
繕
工
事
に
着
手
し
て
き

た
。
そ
の
後
、
橋
梁
点
検
が

法
定
化
さ
れ
、
５
年
に
１
回

を
基
本
に
点
検
す
る
こ
と
に

な
り
、
健
全
度
を
４
段
階

答�

町内の橋梁補強整備事業は問

答 計画に基づき順次修繕を行う

補強が望まれる山田川橋（山面地先）

庁舎内の朝礼風景

鎌田　勝治�議員

職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
は

問答

良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

風
通
し
の
良
い
職
場
づ
く
り
を
目
指
す

　
　
職
員
の
育
成
に
つ
い

て
は
、「
竜
王
町
人
材
育

成
基
本
方
針
」
に
則
り
取

組
ん
で
い
る
が
、
次
の
４

点
を
伺
う
。

①�

職
員
提
案
制
度
の
実�

態
は
。

②�

風
通
し
の
良
い
職
場
作

り
の
具
体
的
な
取
組
は
。

③
情
報
共
有
化
の
取
組
は
。

④�

従
来
の
慣
習
や
慣
例
に

流
さ
れ
な
い
文
化
を
構

築
す
る
取
組
は
。

問　
　
①�

　
平
成
22
年
度
、
23
年
度

に
提
案
が
あ
っ
た
も
の
の

審
査
対
象
に
は
至
ら
な

か
っ
た
。
ま
た
そ
れ
以
後

実
績
は
な
い
。

②�
　
平
成
29
年
度
か
ら
「
す

ま
い
る
接
客
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
取
組

ん
で
き
た
。
ま
た
、
サ
ン

ク
ス
カ
ー
ド
を
交
換
し
合

い
感
謝
の
気
持
ち
を
見
え

答�

る
化
さ
せ
る
事
で
、
職
員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上

を
図
っ
て
き
た
。

③�

　
毎
朝
の
幹
部
朝
礼
、
毎

月
１
回
の
主
監
課
長
会
議

で
各
課
の
事
業
進
捗
の
情

報
共
有
と
調
整
事
項
の
協

議
に
努
め
て
い
る
。

④�

　
例
年
、
予
算
編
成
時
に

前
例
踏
襲
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
が
な
い
よ
う
、
適
切

な
事
業
評
価
を
実
施
し
、

事
業
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア

ン
ド
・
ビ
ル
ド
を
図
っ
て

き
た
。
ま
た
、
事
務
処
理

の
改
善
に
つ
い
て
は
、
庁

内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用

し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
、

情
報
共
有
、
施
設
管
理
業

務
の
一
括
契
約
等
の
取
組

を
行
っ
て
き
た
。
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西横関水源

解体工事中の青年団事務所

　
　
本
町
の
水
道
は
、
湖

南
用
水
１
０
０
％
で
あ
り
、

災
害
時
の
備
え
の
自
己
水

源
は
、
水
需
要
の
見
込
み

か
ら
当
面
の
間
、
整
備
は

行
わ
な
い
と
し
て
い
る
。

県
下
の
他
市
町
は
、
す
べ

て
自
己
水
源
が
あ
り
、
災

害
時
の
備
え
は
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
災
害
時
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
の
自

己
水
源
整
備
の
考
え
を�

伺
う
。

問

　
　
配
水
池
に
緊
急
遮
断
弁

を
設
け
、
緊
急
水
を
貯
水
し
、

１
週
間
程
度
の
飲
料
水
を
確

保
し
て
い
る
。
西
横
関
水
源

は
、
今
後
の
水
需
要
の
見
通

し
で
は
、
微
減
を
想
定
し
て

い
る
の
で
、
当
面
再
整
備
は

行
わ
な
い
。
し
か
し
災
害
時

の
備
え
と
し
て
同
水
源
の
あ

り
方
に
つ
い
て
は
、
防
災
視

点
か
ら
組
織
横
断
的
に
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
と

認
識
し
て
い
る
。

答�

尾川　幸左衞門�議員

災害時の自己水源整備は問

答 水源のあり方について考えていく

　
　
現
在
、
町
青
年
団
は

活
動
場
所
と
し
て
竜
王
町

勤
労
福
祉
会
館
を
使
用
し

て
い
る
が
、
使
用
可
能
な

期
間
も
限
ら
れ
て
い
る
た

め
、
今
後
、
町
と
し
て
町

青
年
団
の
活
動
場
所
や
支

援
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
伺
う
。

問

ろ
で
あ
り
、
緊
急
的
措
置
と

し
て
勤
労
福
祉
会
館
へ
の
移

転
を
進
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
将
来
的
な
青
年
団
事
務
所

確
保
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
町

内
の
空
き
家
等
を
探
し
て
き

た
が
、
今
後
は
空
き
事
務
所

や
作
業
所
等
も
視
野
に
入
れ
、

物
件
を
引
き
続
き
探
し
て�

い
く
。

　
ま
た
、
支
援
に
つ
い
て
は

社
会
教
育
指
導
員
を
配
置
し
、

団
活
動
全
般
へ
の
指
導
助
言
、

補
助
金
支
援
、
青
年
学
級
活

動
の
支
援
等
、
町
と
し
て
継

続
し
て
い
く
。

　
　
青
年
団
は
64
年
間
に
わ

た
り
、
本
町
の
発
展
に
大
い

に
貢
献
し
て
頂
い
て
い
る
。

　
青
年
団
事
務
所
に
つ
い
て

は
耐
震
強
度
不
足
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
か
ね
て
よ
り
危
険

性
を
指
摘
さ
れ
て
い
た
と
こ

答�

青年団への活動支援は問

答 活動場所調査も含め、支援を継続する

福田　優三�議員
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図
書
館
運
営
に
つ
い

て
、
昨
年
10
月
よ
り
障
が

い
等
の
理
由
で
来
館
が
困

難
な
方
へ
、
図
書
の
配
送

サ
ー
ビ
ス
が
始
め
ら
れ
た

と
聞
く
。

　
そ
こ
で
、
自
動
車
免
許

を
自
主
返
納
さ
れ
た
方
や
、

来
館
が
困
難
な
高
齢
者
の

方
等
に
も
利
用
し
て
い
た

だ
け
る
施
策
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
伺
う
。

問

　
　
現
在
、
高
齢
者
の
方
に

は
、
地
域
に
出
向
い
て
敬
老

会
等
で
お
は
な
し
会
を
開
催

し
、
高
齢
者
施
設
に
は
、
団

体
貸
出
を
利
用
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。

　
今
後
は
、
現
在
の
小
学
校

等
を
対
象
と
し
た
出
前
貸
出

を
地
域
ま
で
、
ま
た
障
が
い

の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た
配

送
貸
出
の
対
象
を
後
期
高
齢

者
ま
で
広
げ
る
検
討
を
し
て

い
く
。

答�

図書館利用の様子

図書館運営の更なる充実を問

答 サービスの充実を目指す

大前　セツ子�議員

修繕が必要な西小学校体育館の床

　
　
竜
王
西
小
学
校
体
育

館
改
修
工
事
が
、
い
ま
だ

に
見
送
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
町
の
考
え
を�

問
う
。

問

　
　
今
後
築
40
年
を
経
過
す

る
頃
を
目
途
に
長
寿
命
化
改

修
を
実
施
し
、
現
在
の
場
所

で
引
き
続
き
西
小
学
校
区
内

の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
防

災
の
中
心
施
設
と
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、

西
小
学
校
体
育
館
の
使
用
に

支
障
を
き
た
す
よ
う
な
部
分

に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
適

切
に
修
繕
し
て
い
く
。

答�

竜王西小学校体育館改修は問

答 校舎を含めた長寿命化改修を
していく

岡山　富男�議員
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田園資料館和室の様子

　
　
過
去
２
回
の
田
園
資

料
館
の
改
修
工
事
に
お
い

て
、
田
園
資
料
館
の
中
で
、

飲
食
の
提
供
を
す
る
と
い

う
話
を
聞
い
て
い
た
が
、

現
状
は
、
と
て
も
飲
食
の

提
供
が
で
き
る
よ
う
な
状

況
で
は
な
い
と
考
え
る
が

町
の
見
解
は
。

問

点
で
は
、
田
園
資
料
館
に
お

い
て
飲
食
を
提
供
す
る
ま
で

に
は
至
っ
て
い
な
い
。
田
園

資
料
館
を
管
理
・
運
営
す
る
、

み
ら
い
パ
ー
ク
竜
王
で
は
、

予
約
制
で
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ア

グ
リ
ち
ゃ
ん
」
の
「
近
江
牛

す
き
焼
き
定
食
」
や
、
あ
え

ん
ぼ
グ
ル
ー
プ
の
創
作
料
理

「
双
龍
の
里
御
膳
」
等
の
食

事
を
田
園
資
料
館
内
和
室
の

貸
切
利
用
と
併
せ
て
提
供
す

る
こ
と
を
企
画
中
で
、
予
約

や
調
理
の
体
制
、
利
用
時
間

や
料
金
の
設
定
等
を
整
え
て
、

４
月
下
旬
か
ら
を
目
途
に
提

供
を
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　
平
成
28
年
度
に
近
江
牛

展
示
エ
リ
ア
の
新
設
、
平
成

30
年
度
に
は
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー

ス
、
授
乳
室
、
休
憩
ス
ペ
ー

ス
の
確
保
と
古
民
家
の
コ
ン

セ
ン
ト
増
設
な
ど
の
改
修
工

事
を
行
っ
て
き
た
が
、
現
時

答�

田園資料館での飲食は問

答 ４月下旬を目途に検討する

貴多　正幸�議員

療育サービスが実施されているスペース（町公民館３階）

子
ど
も
の
療
育
事
業
の
今
後
は

問答

適
切
な
支
援
に
努
め
る

　
　
平
成
26
年
４
月
か
ら
、

竜
王
町
ふ
れ
あ
い
相
談
発

達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
子
ど
も
療
育
事
業

「
た
っ
ぴ
ー
」
を
ス
タ
ー

ト
さ
れ
た
。

　
こ
の
教
室
は
保
護
者
の

方
か
ら
直
接
申
し
込
ま
れ

る
よ
り
、
乳
幼
児
健
診
や

子
育
て
相
談
等
を
経
て
利

用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い

と
聞
く
が
、
現
在
の
利
用

状
況
、
今
後
の
動
向
な
ら

び
に
サ
ー
ビ
ス
利
用
へ
の

手
続
き
や
課
題
に
つ
い
て

伺
う
。

問　
　
令
和
２
年
２
月
末
時
点

の
利
用
児
童
数
は
40
人
で
あ

り
、
開
所
当
時
か
ら
の
動
向

は
30
人
か
ら
40
人
で
推
移
し

て
い
る
。
今
後
も
療
育
に
関

し
て
は
、
保
護
者
の
発
達
支

援
へ
の
関
心
の
高
ま
り
、
早

期
療
育
へ
の
理
解
の
深
ま
り

等
か
ら
同
程
度
の
利
用
が
あ

る
と
想
定
し
て
い
る
。
個
々

答�

に
事
情
の
あ
る
相
談
ケ
ー
ス

に
つ
い
て
、
い
か
に
児
童
、

保
護
者
が
安
心
し
て
支
援
を

受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

す
る
か
が
課
題
と
考
え
て�

い
る
。

　
相
談
を
受
け
る
保
健
師
、

臨
床
心
理
士
、
そ
の
他
関
係

職
員
の
対
応
力
、
専
門
性
の

向
上
を
図
り
、
適
切
な
支
援

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
努
め
て

い
き
た
い
。
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竜
王
町
は
、
野
洲

市
・
湖
南
市
に
接
し
て
お

り
、
両
市
と
は
社
会
的
・

経
済
的
・
人
の
往
来
等
で

結
び
付
き
が
強
い
。
現
在
、

総
合
調
整
協
議
会
で
両
市

と
連
携
を
図
っ
て
い
る
が
、

喫
緊
の
課
題
も
あ
り
、
一

層
連
携
を
強
め
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
町
の
考

え
を
伺
う
。

問

の
向
上
に
資
す
る
事
を
目
的

に
活
動
を
進
め
て
い
る
。
現

在
は
2
市
1
町
の
利
便
性
や

魅
力
を
高
め
る
た
め
、
道
路

整
備
実
現
に
向
け
情
報
交
換

を
密
に
し
、
継
続
し
た
要
望

活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

　
併
せ
て
中
心
部
に
位
置
す

る
希
望
が
丘
文
化
公
園
の
あ

り
方
や
有
効
活
用
に
つ
い
て

も
共
通
認
識
の
課
題
と
し
て

県
に
働
き
か
け
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
も
広
域
連
携
担
当

部
局
だ
け
で
な
く
他
部
局
に

お
い
て
も
情
報
の
交
換
を
行

い
、
一
層
の
連
携
を
図
る
環

境
を
創
出
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　
　
野
洲
・
湖
南
・
竜
王
総

合
調
整
協
議
会
は
、
２
市
１

町
の
広
域
的
な
開
発
な
ら
び

に
課
題
に
つ
い
て
総
合
調
整

機
能
の
強
化
を
図
り
、
相
互

の
発
展
を
通
じ
て
住
民
福
祉

答�

祖
父
川
北
出
橋
付
近
の
危
険
性
は

問答

県
に
危
険
性
軽
減
の
検
討
を
求
め
る

　
　
総
合
運
動
公
園
前
祖

父
川
の
北
出
橋
付
近
は
、

集
中
豪
雨
に
よ
る
一
気
水

が
発
生
す
る
と
、
橋
床
ま

で
水
位
が
上
が
る
。
東
側

に
は
住
宅
地
が
隣
接
し
、

人
命
や
住
宅
被
害
等
の
可

能
性
が
高
い
。
近
隣
住
民

の
不
安
払
拭
に
対
し
、
ど

の
様
に
考
え
る
か
。

問　
　
祖
父
川
の
流
下
能
力
向

上
に
は
下
流
部
の
日
野
川
の

改
修
が
必
要
で
あ
る
。
河
川

管
理
者
で
あ
る
県
は
、
近
江

八
幡
市
内
の
Ｊ
Ｒ
橋
付
近
ま

で
工
事
進
捗
を
図
ら
れ
、
善

光
寺
川
合
流
点
ま
で
が
河
川

整
備
実
施
区
間
と
な
っ
て
い

る
。
更
に
上
流
部
へ
の
延
伸

に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る

が
、
本
町
に
至
る
の
は
ま
だ

先
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
現

状
の
中
、
祖
父
川
沿
川
地
域

を
浸
水
害
か
ら
守
る
た
め
、

止
水
矢
板
工
等
に
よ
る
堤
防

強
化
対
策
が
上
流
部
で
実
施

答�

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
流
下

能
力
維
持
の
た
め
、
定
期
的

に
河
床
整
正
が
行
わ
れ
て�

い
る
。

　
こ
の
機
に
改
め
て
県
に
越

水
に
よ
る
危
険
性
を
軽
減
で

き
る
方
法
に
つ
い
て
検
討
さ

れ
る
よ
う
求
め
、
必
要
に
よ

り
、
堆
積
土
砂
の
撤
去
お
よ

び
整
正
、
雑
木
の
伐
採
等
を

要
望
し
て
い
く
。

野洲市・湖南市・竜王町の
連携強化は

問

答 連携を図る環境の創出が必要
澤田　満夫�議員

野洲・湖南・竜王総合調整協議会の知事要望

祖父川北出橋
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河
川
愛
護
活
動
委
託
の
検
討
は

問答

活
動
が
持
続
可
能
と
な
る
よ
う
努
め
る

　
　
河
川
愛
護
活
動
事
業

が
次
年
度
も
実
施
さ
れ
る

と
思
う
が
、
作
業
が
重
労

働
で
あ
り
、
ケ
ガ
等
の
問

題
が
起
こ
る
前
に
、
各
自

治
会
に
支
払
う
活
動
費
用

を
町
が
活
用
し
て
業
者
に

作
業
を
委
託
で
き
な
い
か

伺
う
。

問　
　
本
事
業
は
県
が
町
を
介

し
て
、
地
域
や
団
体
の
皆
様

が
除
草
作
業
を
実
施
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
活

動
費
で
の
支
援
を
行
う
も
の

で
あ
る
。
自
治
会
で
は
人
口

減
少
や
高
齢
化
が
進
み
、
作

業
さ
れ
る
方
の
負
担
が
増
大

し
て
い
る
こ
と
も
認
識
し
て

い
る
。
作
業
の
省
力
化
の
一

つ
と
し
て
、
機
械
化
を
促
進

さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
県
も
現
状
の
課
題
に
つ
い

て
は
共
通
認
識
さ
れ
て
お
り
、

来
年
度
以
降
の
支
援
内
容
の

見
直
し
に
つ
い
て
検
討
さ
れ

て
い
る
。
県
と
情
報
共
有
を

答�

図
り
な
が
ら
協
力
し
、
支
援

で
き
る
よ
う
努
め
る
。

IBMグラウンド跡地

河川愛護活動の様子

　
　
当
該
跡
地
は
、
現
在

ま
で
長
期
に
わ
た
り
進
捗

が
見
ら
れ
な
い
。
建
物
も

古
く
な
り
、
雑
木
・
雑
草

も
生
い
茂
る
等
、
環
境
も

良
く
な
い
こ
と
か
ら
、
早

期
解
決
が
望
ま
れ
る
。
そ

こ
で
次
の
２
点
に
つ
い
て

伺
う
。

①�
跡
地
利
用
の
進
捗
は
。

②�
解
決
策
に
つ
い
て
町
の

考
え
は
。

問

時
点
に
お
い
て
も
検
討
に

時
間
を
要
し
て
い
る
。
巡

回
や
草
刈
り
な
ど
日
常
管

理
は
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

い
つ
ま
で
も
維
持
管
理
を

続
け
る
こ
と
は
、
費
用
面

か
ら
も
課
題
で
あ
る
と
認

識
さ
れ
て
お
り
、
事
業
実

施
ま
で
の
間
の
活
用
に
つ

い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。

町
に
お
い
て
も
引
き
続
き

情
報
共
有
に
努
め
る
。

②�

　
若
者
定
住
住
ま
い
助
成

事
業
な
ど
の
施
策
を
展
開

し
住
宅
ニ
ー
ズ
を
高
め
、

引
き
続
き
、
土
地
所
有
者

と
協
議
し
住
宅
地
整
備
の

進
捗
を
促
し
て
い
く
。

　
　
①�

　
土
地
所
有
者
は
早
期
に

売
却
し
た
い
と
考
え
て
お

ら
れ
る
が
、
事
業
実
施
に

あ
た
っ
て
は
、
事
業
の
採

算
性
を
確
保
す
る
た
め
現

答�

IBMグラウンド跡地のその後は問

答 住宅地整備の進捗を促す

森島　芳男�議員
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国
民
健
康
保
険
税
に

つ
い
て
次
の
２
点
を
伺
う
。

①�

令
和
２
年
度
の
保
険
税

は
ど
の
よ
う
な
状
況
に

な
る
か
。

②�

国
保
税
の
み
子
ど
も
に

も
均
等
割
が
か
か
る
こ

と
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

国
保
基
金
に
よ
り
子
ど

も
の
均
等
割
を
な
く
す

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

問

②�

　
国
民
健
康
保
険
制
度
の

均
等
割
は
子
ど
も
に
も
保

険
税
が
賦
課
さ
れ
、
子
ど

も
が
多
い
ほ
ど
保
険
税
が

高
く
な
る
こ
と
は
認
識
し

て
い
る
。
し
か
し
均
等
割

は
全
被
保
険
者
に
賦
課
さ

れ
る
も
の
で
、
子
ど
も
の

均
等
割
を
軽
減
す
る
こ
と

に
よ
り
、
そ
の
分
を
他
の

被
保
険
者
に
負
担
頂
く
こ

と
に
な
る
。
負
担
の
公
平

性
を
保
つ
た
め
、
子
ど
も

に
か
か
る
均
等
割
の
軽
減

は
考
え
て
い
な
い
が
、
子

育
て
支
援
等
の
観
点
か
ら
、

町
独
自
の
取
組
に
よ
る
べ

き
で
な
く
、
国
と
し
て
制

度
化
さ
れ
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
る
。

　
　
①�

　
来
年
度
の
保
険
税
の
状

況
に
つ
い
て
は
、
本
町
の

国
民
健
康
保
険
事
業
財
政

調
整
基
金
１
７
０
０
万
円

を
投
入
し
、
独
自
の
緩
和

策
で
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。

答�

国民健康保険税の軽減は問

答 独自の緩和策で軽減を図る

橘　せつ子�議員

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
構
想（
案
）は

問答

皆
様
の
御
理
解
は
頂
け
た
と
考
え
る

　
　
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

化
構
想
（
案
）
に
対
し
地

域
で
は
そ
の
必
要
性
に
つ

い
て
、
疑
問
の
声
も
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
住
民
の
多

く
が
よ
く
分
か
ら
な
い
状

況
で
進
め
ら
れ
て
い
る
と

感
じ
る
が
、
次
の
３
点
に

つ
い
て
伺
う
。

①�

今
後
の
意
見
交
換
会
等

の
開
催
予
定
は
。

②�

文
教
施
設
等
の
建
設
費

は
概
ね
50
億
と
さ
れ
て

い
る
が
、
町
の
中
期
財

政
計
画
は
。

③�

惣
四
郎
川
の
氾
濫
も
想

定
さ
れ
る
が
、
嵩
上
げ

等
で
安
全
な
地
域
に
な

る
の
か
。

問　
　
①�
　
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化

構
想
（
案
）
と
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
構
想
（
案
）
に

つ
い
て
は
、
お
お
よ
そ
皆

様
の
御
理
解
は
頂
け
た
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
は
第
６
次
竜
王

答�

町
総
合
計
画
に
両
構
想

（
案
）
を
明
記
し
、
そ
の

過
程
で
皆
様
か
ら
御
意
見

を
頂
く
と
共
に
、
地
元
や

地
権
者
へ
の
丁
寧
な
説
明

を
予
定
し
て
い
る
。

②�

　
総
事
業
費
50
億
を
見
込

ん
で
お
り
、
財
源
と
し
て

国
・
県
補
助
金
、
基
金
の

活
用
、
町
債
の
発
行
等
で

事
業
実
施
は
可
能
と
見
込

ん
で
い
る
。

③�

　
浸
水
想
定
の
対
応
策
に

つ
い
て
は
、
嵩
上
げ
は
必

須
で
、
校
舎
の
敷
地
は
高

く
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
低
く

す
る
等
調
整
池
の
機
能
を

も
た
せ
る
整
備
を
検
討
し

て
い
る
。

令和元年度の意見交換会の様子（山之上会場）

�国保制度や国保税の啓発パンフレット
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
今
後
は

問答

継
続
し
て
取
組
む

　
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊

は
平
成
27
年
度
か
ら
本
町

で
導
入
さ
れ
、
こ
れ
ま
で

２
名
を
採
用
し
た
が
、
そ

の
後
は
採
用
が
続
い
て
い

な
い
。
移
住
定
住
の
促
進
、

関
係
人
口
の
増
加
に
も
貢

献
す
る
制
度
と
考
え
る
が
、

人
材
募
集
に
お
け
る
課
題

の
分
析
と
今
後
の
制
度
の

運
営
に
つ
い
て
町
の
見
解

を
伺
う
。

問　
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は

こ
れ
ま
で
空
き
家
を
改
修
し

た
「
ひ
だ
ま
り
学
舎
」
の
開

設
な
ど
の
取
組
を
行
っ
て�

き
た
。

　
本
年
度
は
２
０
２
４
年
の

第
79
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

で
竜
王
町
が
開
催
地
と
な
る

「
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
」

を
テ
ー
マ
に
採
用
を
予
定
し

て
い
た
が
適
任
者
が
な
く
採

用
に
至
ら
な
か
っ
た
。
活
動

内
容
を
専
門
分
野
に
絞
り
す

ぎ
た
こ
と
が
反
省
点
と
し
て

答�

挙
げ
ら
れ
る
。

　
人
材
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
難

し
さ
が
課
題
で
は
あ
る
が
、

今
後
と
も
本
制
度
の
目
的
を

達
成
で
き
る
人
材
を
求
め
、

継
続
し
て
取
組
を
進
め
て
い

き
た
い
。

　
　
大
規
模
な
災
害
時
の

安
否
確
認
や
災
害
情
報
の

確
認
の
た
め
携
帯
電
話
回

線
を
補
完
す
る
公
衆
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
が
必

要
と
考
え
る
が
町
の
見
解

を
伺
う
。

問

の
付
加
価
値
を
高
め
る
上
で

整
備
に
向
け
た
検
討
が
必
要

と
考
え
る
。

　
ま
た
総
合
庁
舎
や
防
災
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
一
部
の
パ
ソ

コ
ン
で
は
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
を
使

用
し
た
業
務
を
行
っ
て
い
る

が
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保

も
必
要
で
あ
る
。

　
各
学
校
へ
の
導
入
に
つ
い

て
も
、
不
適
切
な
利
用
や
部

外
者
の
侵
入
が
懸
念
さ
れ
、

そ
の
導
入
に
つ
い
て
慎
重
な

検
討
が
必
要
で
あ
る
。
施
設

の
設
置
目
的
や
利
用
状
況
、

運
用
に
必
要
な
費
用
等
を
総

合
的
に
勘
案
し
、
研
究
・
検

討
し
た
い
。

　
　
町
の
公
共
施
設
に
お
け

る
公
衆
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
設
置
状

況
は
、
道
の
駅
ア
グ
リ
パ
ー

ク
竜
王
、
道
の
駅
竜
王
か
が

み
の
里
、
町
公
民
館
と
な
っ

て
い
る
。

　
竜
王
町
総
合
運
動
公
園
に

つ
い
て
は
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

多
目
的
に
利
用
さ
れ
、
災
害

時
は
も
と
よ
り
、
施
設
利
用

答�

災害に備えた公衆Wi-Fiの
整備は

問

答 施設の目的に合わせ整備を検討する
中村　匡希�議員

Wi-Fiは非常時こそ必要

林地区にある「ひだまり学舎」
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農
林
公
園
内
国
道

４
７
７
号
の
歩
道
整
備
の

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
町

の
見
解
を
伺
う
。

問

測
量
が
行
わ
れ
た
。
今
後
、

路
線
測
量
、
歩
道
詳
細
設
計
、

工
事
着
手
の
工
程
で
順
次
進

め
ら
れ
る
。
県
に
対
し
て
早

期
に
工
事
着
手
、
完
了
し
て

頂
く
よ
う
引
続
き
要
望
し
て

い
く
。

　
　
今
年
度
、
山
之
上
南
交

差
点
か
ら
県
道
水
口
竜
王
線

ま
で
の
区
間
に
つ
い
て
地
形

答�

健
康
推
進
員
の
活
動
の

現
状
と
課
題
は

問答

引
続
き
支
援
し
て
い
く

　
　
健
康
推
進
員
の
活
動

の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

町
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

問　
　
健
康
推
進
員
は
令
和

元
年
度
で
は
、
27
地
区
、

１
０
９
名
の
会
員
数
で
地
区

活
動
が
実
施
さ
れ
、
町
の
健

康
課
題
で
あ
る
糖
尿
病
や
高

血
圧
症
に
対
す
る
減
塩
啓
発

や
血
圧
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
り
ゅ

う
お
う
健
康
べ
ジ
７
（
セ
ブ

ン
）
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
推
進
役

と
し
て
積
極
的
な
活
動
を
展

開
し
て
い
る
。

　
し
か
し
推
進
員
が
お
ら
れ

な
い
地
区
、
会
員
数
に
よ
る

活
動
の
地
域
差
、
新
し
い
担

い
手
の
不
足
が
課
題
で
あ
る
。

　
今
後
は
、
町
と
し
て
新
た

な
担
い
手
の
確
保
と
『
私
た

ち
の
健
康
は
わ
た
し
た
ち
の

手
で
』
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
各

自
治
会
が
賛
同
頂
き
、
健
康

推
進
員
に
よ
る
継
続
し
た
活

答�

農林公園内国道477号の
歩道整備は

問

答 県に引続き要望していく
磯部　俊男�議員

歩道整備が待たれる国道477号

野菜食べ隊支援事業の様子

動
が
定
着
さ
れ
る
よ
う
支
援

に
努
め
る
。

No.191 議会だより
りゅうおう 20

一 般 質 問



ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
施
設
の
管
理
は

�

平
成
30
年
３
月
定
例
会
　
一
般
質
問
よ
り

問
ド
ラ
ゴ
ン
ハ
ッ
ト
の
屋
根
の
雨
漏
り
、
音
響
設
備
の
修
繕

計
画
は
。

答
総
合
運
動
公
園
の
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
く
修
繕
計
画
を

作
成
す
る
。

問
音
響
調
査
は
さ
れ
た
が
、
い
ま
だ
に
聞
き
取
り
に
く
い
。

国
体
に
向
け
こ
れ
を
契
機
に
国
の
補
助
金
を
受
け
て
は
。

答
長
寿
命
化
計
画
を
策
定
し
、
音
響
設
備
も
検
討
に
入
れ
優

先
順
位
を
決
め
進
め
る
。

そ
の
後

　
令
和
元
年
10
月
４

日
か
ら
令
和
２
年
３

月
25
日
に
工
事
が
実

施
さ
れ
た
。
南
側
３

か
所
、
北
側
３
か
所

設
置
さ
れ
音
響
効
果

は
良
く
、
各
種
大
会

で
の
利
用
が
期
待
さ

れ
る
。

追跡
!! あの質問は
その後、どうなった？？

議
員
の
質
問
に
、
町
が
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た

か
を
追
跡
・
検
証
し
て
み
ま
し
た
。

問　議会事務局　電話　0748-58-3713

　令和２年第１回定例会に引続き、新型コロ
ナウイルス感染症の拡大防止のため、傍聴を
ご遠慮いただく場合があります。
　傍聴案内については事前に町ホームページ
でご確認ください。

　なお、本会議の様子は有線放送にて中継で
お送りしています。受話器を上げて75番を
押してご利用ください。チャンネル放送停止
は70番です。
　ご理解ご協力をよろしくお願いします。

次回の一般質問は
令和2年5月29日㈮の予定です

改善された音響設備

議会だより No.191
りゅうおう21

追　　跡




